
IV　原田遺跡の韓式系土器・陶質土器について

1．古墳時代後期の韓式系土器・陶質土器

今回調査した原田遺跡では、複数の溝状遺構より韓式系土器・陶質土器の出土を見ているが、こ

れらの遺構より出土した遺物のうち、SD－01で若干数の古墳時代中期に減るものがあるものの、

遺物は古墳時代後期後半を主体とし、古墳時代中期に比定される遺物は、韓式系土器の出土量と比

較しても明らかに少ない。また、SD－03は深さ約30cmのごく浅い溝であったが、完形品をかなり

含む後期の須恵器とともに完形の蓋形土器が出土している。この形態の須恵器は、現在まで中期の

遺跡以外にはみられない舶載土器、初期須恵器としてとりあっかわれているものである。でありな

がら、その出土状況から中期のものの混入とすることにはためらいを感じる。そこで古墳時代後期

に位置付けられている韓式系土器・陶質土器と原田遺跡出土のものとの比較からこれらの帰属年代

を考えてみたい。

韓式系土器・陶質土器は後掲の一覧表を見ていただければわかるように、その共伴遺物から時期

決定のできる資料はごく限られている。これは、韓式系土器・陶質土器自体の特殊性、あるいは希

少性によるものであるのに加え、出土遺構の多くが溝、自然流路といった存続期間の長いものであ

ることから、時期の特定が非常に難しいのである。

しかし多くの場合、同一遺跡内より初期須恵器が出土することから、概ねその時期を韓式系土器

の年代に当てることがなされている。これは須恵器生産体制の確立経緯からみても当然の結果とい

える。さらにそのことから派生して、韓式系土器の年代を古墳時代中期に推定することも蓋然性が

高いといえよう。むしろ関川尚功氏が指摘されているように、この時期の土器組成のなかに韓式系

土器をも組み入れて考えるべきかもしれない（註1）。

その一方で、後期まで下がる例が若干報告されている。近畿地方の後期に位置付けられている韓

式系土器・陶器出土遺跡を府県別に見てみると、兵庫1遺跡、大阪7遺跡、奈良9遺嘩（原田遺跡

を含む）、和歌山7遺跡、京都5遺跡、滋賀3遺跡となり奈良、和歌山、京都に顕著であることが

わかる（註2）。

次に遺跡の種類に目を移すと、集落遺跡が全体の約52％で半数となる。これは中期の近畿中央地

域で集落遺跡が墳墓を圧倒していたのに比べ、顕著な差といえよう。特に後期の大阪の集落遺跡の

減少が著しく反映しているといえる。後期の集落遺跡から中期の特に大阪に見られたようなまとまっ

た数の出土は見られなくなる。これは古墳時代中期後半にピークを迎えた渡来人の流入が後期に至っ

て、著しく減少したことを意味している。また、これらの遺跡が大阪より周辺部に拡散している状

況は、河内、和泉での渡来人による開発が一段落し、その周辺部を新たに開発すべく政治的意図が

あったのかもしれない。
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中期に比べ後期の韓式奉陶質土器の大きく異なる点は、初期須恵器のとしてとらえられる土器の

極端な減少であるといえる。むろん初期須恵器と呼ばれるものは、後期には存在しないのだから、

当然その系譜を追うことはできないのであるが、須恵器が定型化してもなお、依然として朝鮮半島

の土器を模倣した土器を生産した窯跡が見っかっているのである。例えば兵庫県の金ヶ崎窯では、

角杯が出土している（註3）。このことについて、木下亘氏は須恵器の定型化以降も新来の渡来人

が半島色の濃い須恵器を生産していたと推定されている（註4）。このような窯の存在は消費遺跡

で定型化した須恵器とは異なる須恵器がみつかっていることからもいくらか存在したのだろう。

古墳時代後期の特徴として重要な点は、韓式系の陶質土器と軟質土器に重複することが、かなり

少なくなった点だろう。原田遺跡はこの点では後期的ではない例と言えよう。

それぞれについて出土する遺跡を見てみると、陶質土器では奈良の星塚1・2号填、また7世紀

代になるが石光山43号填、和歌山前山A46号填、花山6号填、兵庫笠ケ塚古墳、滋賀入江内湖遺跡

等である。これらの土器は容易に故地をもとめうる極めて半島色の強いもので、このことは先程述

べた純然たる舶載土器の割合の増加が関連している。陶質土器は古墳の副葬に用いられたものが多

いと見られるが、入江内湖遺跡のような生活遺跡でも見られ、しかもここでは幾度かの発掘調査に

もかかわらず、軟質土器は確認されず、渡来人の生活を裏付けることはできない。また中期から陶

質土器を古墳に副葬することの顕著な和歌山県、兵庫県に後期に至ってもこの傾向が見られること

が指摘できる。ただし、兵庫県の場合はこの傾向は播磨地域により顕著で、また時期的にもほぼ1

世紀の隔たりがある。

次に軟質土器出土の遺跡であるが大阪の郡遺跡、大県遺跡、大県南遺跡、一須賀古墳群、郡川古

墳、奈良では原田遺跡、京都の鴨田遺跡などがある。これらの遺跡には製鉄などの工房集落といっ

た特殊生産遺跡に関連しているとみられている。また古墳群については渡来人系氏族の墓域と推定

されている（註5）。さらに、田中清美氏も指摘されているように、この時期の韓式系土器は平底

の探鉢や甑に限られている。このような特殊生産遺跡と関係する傾向は、陶質土器や瓦質土器にお

いても聾など実用的なものを出土する遺跡、例えば奈良の前栽遺跡、滋賀の綾戸遺跡などにもあて

はまる。なお綾戸遺跡は機械生産遺跡と推定されている（註6）。原田遺跡の場合、軟質土器は格

子たたきの嚢が3個体、把手が1点出土しており、後期的傾向とは若干異なるが、奈良県では平底

の深鉢はほとんど出土しておらず、また先に上げたように前栽遺跡では瓦質土器が出土してい．る点

（註7）、大阪の状況とはかなり異なる傾向を見せており、渡来人流入時期やその出身地、あるい

は土器の移入経路に若干の差があるように思われる。

このように古墳時代後期の韓式系土器、陶質土器出土遺跡には若干の例外があるものの中期に比

べ、実用と供献用との明確な区別がその遺跡の性格によりはっきりしていることがわかる。このこ

とについて西谷正氏が、古墳時代後期後半の陶質土器の出土例はわずかであるが、朝鮮半島に出自

をもっ「古代家族」が独自に入手したものであるとの見解があるが（註8）、この見解は厳然たる
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階層差のなかでより高位のものに該当し得ると思われる。西谷氏の見解を正しいと見ると、陶質土

器をもった遺跡は古来の渡来人のうちかなり有力なものとするべきだろうし、軟質土器出土遺跡に

は少なくとも新来の渡来工人がかかわったと解釈するのが妥当だろう。

さらにここで古墳時代後期の韓式系土器、陶質土器の問題を原田遺跡との比較において掘り下げ

て考えてみたい。まず軟質土器については後期のなかでも前半に限られ、後半には見られなくなる。

これは軟質土器が5世紀段階の渡来人の流入によってもたらされ、暫時日本化していったため、6

世紀中頃にはその韓式系土器と。しての特徴を全く消失してしまっているためである（註9）。つま

り後期前半の軟質土器出土の集落遺跡は中期段階の延長としてとらえうるものが多い。先に述べた

ように、原田遺跡が他の軟質土器出土遺跡と同様に特殊生産遺跡である可能性は高いとしても、原

田のものが後期後半のものであるとすると、これを同一傾向とすることには問題があるだろう。た

だ唯一6世紀代の遺跡で比較的まとまった韓式系土器が出土している大県遺跡では、原田遺跡と同

じような実用的な軟質土器、陶質土器がみつかっているが、大県遺跡の場合、5世紀よりの継続性

がある。（註10）また、このことに関連して興味深い推定がなされている。すなわち墳墓出土の軟

質土器、陶質土器のうち、後期後半のものとされる園部丸山古墳のものが伝世品ではないかという

ことである（註11）。土器に伝世の対象となったかどうかについては今後検討せねばならないだろ

うが、そう考えるなら原田遺跡の蓋形土器も祭器として伝世していた可能性が考えられる。ただ軟

質土器のような実用品をも同じようにとらえることにはかなり問題があるように思え、原田遺跡の

ように同じ遺構からの出土ではないにしても、同時期の遺構から出土している場合、別の要因を推

定すべきだろう。

以上のように古墳時代後期の韓式系土器・陶質土器遺跡の性格を概観しっつ、原田遺跡出土の韓

式系土器・陶質土器の解釈を試みたが、傾向としては古墳時代中期的色彩が濃く、後期のものとす

るとかなり例外的な存在であることがわかる。

2．蓋形陶質土器について

そこでさらに、原田遺跡出土の韓式系土器・陶質土器で最も問題のある遺物である、陶質蓋形土

器について検討してみよう。蓋形土器は、とくにつまみ等の形態に特徴があり、朝鮮半島出土例と

の比較から、その大まかな地域が指摘されており、陶質土器研究には有効な遺物である。

原田遺跡SD－03出土の蓋形土器はつまみの中央部が突出し、そのまわりがややへこむ、また稜

が断面三角形に張り出すものである。これと同様に特徴を畿内でも知られる。以下管見に触れたも

のについて、特に完形のものを中心にして見てみよう。

奈良では原田遺跡のほかに山田道遺跡（註12）、下明寺遺跡（註13）に見られる。1は山田道出

土例で、河川跡から複数の韓式系土器と共に出土しており、共伴する遺物には須恵器が含まれてお

らず、須恵器出現直前の時期に比定されている。形態は、中心がごく僅かに突出する断面が逆台形
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6　金ヶ崎窯跡

2　大県南追跡　　　3　－一須賀11号墳

J・‘・て．一毛．

纏j

7　笠ヶ塚古墳　　　　8　岩橋A46号墳

11前栽遺跡　　　　　12　石光山43号墳

13　星塚1号墳

14　星塚1号墳

4　－須賀21号墳

10　竹房1号墳

17　入江内湖遺跡

18　綾戸追跡

20cm

15　星壕1号墳

図45　古墳時代後期の韓式系土器・陶質土器（S＝1／8）（各考文献より引用）
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状となるつまみをもち、天井部に波状文を施す。天井部波状文下には回転へラケズリを施す。稜線

はやや丸みを帯びた三角形である。直径15cm、器高5cm。　2は下明寺遺跡出土例で須恵器と瓦質

の壷と共に出土した。形態は中央部のや突出した偏平なっまみに、平らな天井部、肩部より少し下っ

た部分に低い稜をもち、口縁部はやや開きぎみに立ち上がる。口径14cm、高さ5cmを測る。

奥
4　大庭寺遺跡‾

．：・－：：一志i‥・：tこ・・了

磨b
5　大庭寺遺跡

6　大庭寺遺跡

二重＿＿＿＿

9　大庭寺遺跡

図46　蓋形土器1
（S：1／6）

（各参考文献より引用）

大阪では、大庭寺遺跡よりかなりの数が出土しており、1987年度から1989

年度調査では完形のもので4点、つまみの部分を欠くものも含むと11点が報

告されている（註14）。さらにまた最近の調査では窯跡が検出され、これらの

土器が朝鮮半島の土器の特色を色濃く残し、陶邑の中では最古段階に位置付

けられるものと評価されている（註15）。3は旧河川から出土したもので報告

者がA類に分類するものである。天井部に列点文を施し、静止へラケズリの

のちナデる。口径11．85cm、器高5．1cm。4は溝からの出土で、天井部に3段

の刺突文を施す。刺突文間には沈線を巡らせる。口径10．7cm、器高4．2cm。

5は包含層より出土し、天井部にカキメを施す。口径15．0cm、器高4．0cm。

6から9は窯跡の調査の際、灰原より出土したものである。10は難波宮下層

遺跡のもので、大手前高校校舎改築に伴う発掘調査の際に出土した。（註16）

数条のカキ臼状の直線文により区画された天井部にはクシガキ列点文を施す。

口径14．2cm、器高5．8cm。11は玉手山遺跡のもので天井部の丸みが強く、つ

まみの首がやや長い。（註17）天井部は施文せずへラケズリのみである。口径

13．5cm、器高5．9cm。12は高屋城跡の調査の際、包含量より出土したもので

ある。（註18）大きく突出した稜線か特徴で、天井部にはクシガキ列点文を施

す。口径12cm、器高4．3cm。13は城山7号墳周濠（註19）、14は八尾南遺跡よ

り出土したもので、つまみを欠くがTK85号窯出土例に似る（註20）。15は三

軒屋遺跡より出土している。口縁部を欠く（註21）。16は豊中・古池遺跡のも

ので河川状遺構岸部より出土した（註22）。天井部を数条のカキ臼状の直線文

により区画し、その両側にクシガキ列点文を施す。口径12cm、器高5cm。

和歌山では完形に復元できるものではなく、つまみの部分の欠損したもの

が8例、つまみ部分のみのものが1例ある。また完形品では、稜線が沈線と

なり、恐らく壷か台付き腕の蓋となる器高の高い天井部のドーム状のものが

鳴神・昔浦遺跡で出土している。17は園部丸山古墳（註23）、18・19は鳴神音

浦遺跡（註24）、20は野田地区遺跡出土でつまみを欠く（註25）。21は東家遺跡

よりの出土で口綾部を欠く（註26）。なお和歌山の蓋形土器について、武内雅

人氏は紀ノ川上流域と下流域所在の遺跡でその形態が異なることを指摘され

ている（註11）。
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京都には現在のところ下鳥羽遺跡で2例確認されているに過ぎない（註27）。

稜線の出に差があるものの両者ともほぼ同じプロポーションで出の大きいも

ののつまみが欠損している。22は出の小さいもので低湿地状遺構より出土し

ている。天井部は丸みをもち、2条の沈線間にクシガキ列点文を施す。稜線

は肩部と口縁端部との中間に位置し、他のものに比べかなり低い位置にある。

口径14cm、器高5．8cm。23は出の大きいものである。

滋賀にはバリエーションに富む蓋形土器が見られ、和歌山とともに近畿で

は特異な地域である。このタイプの蓋形土器は2例確認されており、またっ

まみを欠くものも1例見られる。24は服部遺跡で検出された円形周溝状遺構

より出土したもので（註28）、施文は見られず、回転へラケズリを施したまま

のものである。口縁部はハ字状に開き、稜線は天井部の丸みの中に含まれ、段

状となる。この土器について岩崎直哉氏は共伴した遣物から中村編年I－4

段階頃とされ、つまみの形態から消去法的に百済に系譜を求めようとされて

いる（註29）。25は入江内湖遺跡で採集されたもので（註30）、天井部を4本の

沈線で区画し沈線間にクシガキ列点文を施す。口縁部に最も近い沈線直下に

僅かに隆起線が痕跡のように確認される。つまみは頂部が丸く突き出る。口

径14．5cm、器高4．9cm。定森秀夫氏はこの土器を搬入品とされている（註31）。

以上のように、先に上げた諸特徴を有する蓋形土器を見てみたが、つまみ

や稜線もふくめた形態にかなりの個体差があり、原田のものに酷似したもの

は見られない。また、数例を除きその他はすべて天井部に施文する点、原田

例とは大きな隔たりを感じる。下明寺遺跡例、服部遺跡例、入江内潮遺跡例

は若干年代の下がるものと見られているが、他は初期須恵器に先行、あるい

は共伴し、また、帰属年代の不明なものもあるが、そうしてみると無文のもの

は年代の下がるものと考えるのが妥当だろう。しかしここに上げた資料のう

ち、6世紀前半より下がる遺構より出土したものは園部丸山古墳例以外には

なく、しかもこの土器は伝世されていると推定されるものであること、プロポー

ションがかなり異なることから系譜としてつながるものではない。また、プ

ロポーションの点から見ると同じ奈良県より出土した下明寺遺跡が比較的似

てはいるが、ロ縁部の開きが異なり、またその年代もはっきりしない。した

がって現段階では、原田遺跡のものとの問を埋めるべき資料は見当たらない。

3．まとめ

原田遺跡の場合、少なくとも渡来人が、この地で生活していたであろうと考

えることは問題ないだろう。ただ6世紀後半という時期でありながら、統一新

一71一

10　難波宮下層遺跡

轟
11玉手山遺跡

廓：・、∴二ユ

∈華さ
12　高屋城跡

∈∃二さ

嘩′

13　城山遺跡

ヂ±牢千ヽ
14　八尾南遺跡

≠空華ヽ
15　三軒屈遺跡

17　園部丸山古墳

芦∃＿ヽ
18　鳴神・音浦遺跡

≠芋1ヽ
19　鳴神・音浦遺跡

≠萱　、
20　野田地区遺跡

ごン

1戸亨‾ヽ
21東家遺跡

図47　蓋形土器2
（S：1／6）

（各参考文献より引用一部改変）



羅系の陶質土器や百済系の土器ではなく、むしろ5世紀代の韓式系土器、陶質土器とみられる傾向

の土器が出土していることに最大の不整合性が存在する。特に原田の蓋形土器を遺構の年代に帰属

させる類例が兄いだせないことは、須恵器として、これらの蓋形土器からその系譜を追うことがで

きないということである。従って、その系譜を6世紀代の朝鮮半島の資料に求める必要があるが、筆

者の管見の及ぶ範囲でそれに相当するものはなく、この点については今後の課題とせねばならない。

23　下鳥羽遺跡

崖1
24　服部遺跡

ただ推定ではあるがより合理的に解釈するなら、やはりこの時期に渡来人

がこの地に定住し製鉄関係の生産活動を行っていたとすべきだろう。以前の

調査で本調査地より南には掘立柱のかなりの大きさの建物が検出されており、

豪族居館であることが考えられるが、その豪族が独自に渡来人を近傍に住ま

わせ、生産活動を行わしめたとは考えられないだろうか。つまり先に述べた

ような厳然たる階級差がこれらの遺跡に存在したとするなら、原田遺跡には

その両者が存在していたのである。5世紀段階に大阪で見られるような韓式

系土器出土遺跡の増加が、国家的レベルの窯業生産や土木開発に伴うもので

25　入江内湖遺跡　　あったとするなら、6世紀段階の原田遺跡の場合は、氏族レベルでの生産括

図48　蓋形土器3　動であったとみなすことができよう。また大県遺跡の場合は、5世紀から6
（S：1／6）

（各参考文献より引用）世紀、7世紀に至るまで国家的レベルが掌握されていたと見なすことができ

るのではないだろうか。

以上、まとまりもなく明確な結論も兄いだせないままに考察を終えることとなったが、最後にこ

の考察を書くに当たってご教示戴いた植野浩三氏、木下亘氏、関川尚功氏、竹谷俊夫氏に謝意を表

します。
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註29　文献8・9
註30　文献84
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〔奈良県〕

遺　 跡　 名 所 在 地

遺 構 （集 ） （古墳）包

含

層

器種名 （陶質 ・瓦質） （軟 質 ） 時代

文献溝土

境

井

戸

住

居

柱

穴

流

路

落

込

主

体

墳

丘

周

溝

杯 高

杯

蓋 椀 嚢 ・±璽 瓦堅器

ム
ロ

鉢 甑

鍋

把

手

縄

薦

平

行

格

子

鉢 甑嚢 土壁 把

手

格

子

平

行

古 墳

前！中後

平城京左京六条三坊 奈良市 ′
○ ○ 11 4

原田遺跡 大和郡山市 示○ ○ ○；○ ○ ○ ◎ ○ 13 9

遺 天理市 ○ ○：○ ○ ◎‘○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● 8 2

口　 ・　　 遺 天理市 ○ ◎ ◎ ◎ ● 9 9

1 ・2 日 天理市 ○ ◎ ○ ○ 8 8

小路遺跡

前栽遺跡

天理市 ◎ ○ ○ ：○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎：◎ ● 8 8

天理市 ○ ● ○ 8 7

忍坂遺跡 桜井市 不 月 不明 （陶質 ・瓦質各 1点） ○ ○ 10 4

芝遺跡 桜井市 ○ ○ ◎・ ○ 6 9

脇本遺跡 桜井市 ○ ○ ◎ 不明 ● 9 6

上之宮遺跡 桜井市 ○ ● 7 1

下明寺遺跡 橿原市 ○ ○ ● 10 1

曽我遺跡 橿原市 ○ ○ 不明 ● 10 3

大福遺跡 橿原市 ○ ○ ○ 9 7

坪井遺跡 橿原市 ○ ○ ○ ◇ 10 2

新沢千塚281 号墳 橿原市 ○ ○○ ◎ ○ 9 8

南山4 号墳 橿原市 ○ ○ ○ （異形土器） ○ 1 15

藤原京 3 次 橿原市 不明 不明 10 6

藤原京33次 橿原市 ○ ○ ○ ○ ○ 10 9

藤原京37次 橿原市 ○ ○ 1 10

藤原京37－ 2 次 橿原市 ○ ○ 1 10

藤原京39次 橿原市 ○ ○ ○ 1 1 1

藤原京44次 橿原市 ○ ○ ◎ ○ 1 11

藤原京46次 橿原市 ◎ ○ ● ○ ○ ○ 1 12

和田廃寺 1次 橿原市 ○ ○ ○ 12 5

小墾田宮 2 次 明日香村 ○ ○ ○ ○ ● 10 8

奥山久米寺 明日香村 ○ ○ 10 7

石神遺跡 3 次 明日香村 ○ ○ ○ 1 10

飛 鳥寺下層 明日香村 ○ 不明 ○ 1 11

飛 島板茸宮跡 明日香村 ○ ○ 10 5

山田道 2 ・3 次 明日香村 ○ ○；◎ ○ ○：○ ○ ○ ◎ ○ ○：高 ◇ 1 13

飛鳥京 100 次 明日香村 ○ ○ ○ ○ 10 3

石光山43号墳 御所市 ○ ○ ○ 9 5

楢原遺跡 御所市 ○ 不明 不明 12 5

巨勢山 147 号墳 御所市 ○ ○ ○

脇田遺跡 新庄町 ○ ○ ○ 10 2

十六面 ・薬王寺遺跡 田原本町 ○ ○ ● 12 5

多遺跡 田原本町 ○ ○ ◇ 10 4

矢部遺跡 田原本町 ○ ○ ○ 1 0 0

谷遺跡 榛原町 ○ ○ ○ 10 4

遺　 跡　 名 所在地

遺 構 （集 落 ） （古墳）包

含

層

遺物 （陶質 ・瓦質） 遺物 （軟質）・ 古墳

時代

師中／

文 献溝 土稗

旗車

住

居

柱

穴

流・

塔

ー　ヽ

l　ヽ

車

座

墳

r一．上こ

画

趣

杯 高

塔

蓋 碗 嚢 ＝士ご璽 地 器

ム口

鉢 甑

鍋

把

手

縄

薦

平

行

格

子

鉢 甑

鍋

嚢 ・土質 把

手

格

子

平

子

縄

薦

中堤遺跡 福知山市 採集 ○ ◇ 12 5

曽我谷遺跡 園部町 ○ ○ ○ 7 4

穀塚古墳 京都市 採集 ○ ○ 5 7

和泉式部町遺跡 京都市 ○ ○ ◎ ● 5 4

唐橋遺跡 京都市 ○ ○ ○ 5 4

下鳥羽遺跡 京都市 ○ ○ ○ ◎ ○ ● 5 6

中海道遺跡 向日市 ○ ○ ◎ ○ ◇ 12 8

鴨田遺跡 向日市 ○ ○ ○ ○ ○◎ 12 9

長岡京左京二条大路 向日市 ○不明 1 3 0

井ノ内遺跡 長岡京市 ○ ○ ○ 1 2 5

今里庄ケ淵古墳 長岡京市 ○ 釜 ○ 5 8

陶器町遺跡 長岡京市 ○ ○ 9 2

開田城 ノ内遺跡 長岡京市 ○ ◎ 9 1

開田遺跡 長岡京市 ○ ○ 1 2 5

馬場遺跡 長岡京市 ○ ○ ○ 9 3

買喝　 松田遺跡 大山崎町 ○ ○ ◎ 1 2 5

感明皿裏山4 号墳 加茂町 ○ ○ ○ 5 0

※1）出土器種（陶質・瓦質）の欄の○は陶質土器、●は瓦質土器を示す。なお、陶質土器には初期須恵器が含まれているものもある。
2）時代の欄の◇は須恵器出現以前、●は初期須恵器が共伴する時期、○は共伴しない時期を示す。

3）◎は複数箇所、複数個体を示す0表3　韓式系土器出土遺跡地名表1（奈良県、京都府）
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〔大阪府〕

遺　 跡　 名 所 在 地

遺 構 （集 落 ） （古 墳 ） 包

含

層

器 種 名 （陶 質 ・瓦 質 ） （軟 質 ） 時 代

古 墳

前 坤 後

文 献ま 落

込

坤

溝

蓋 ！ 壷 趣 i 格 車 ヽ

′

縄

薦：戸 ：ノ
嶋 上 川 西 遺 跡 高 槻 市 ○ 1 2

安 満 遺 跡 高 槻 市 ○ 8 1
郡 遺 跡 茨 木 市 ○ 6

垂 水 南 遺 跡 吹 田 市 ○ 1 4 1
五 反 島 遺 跡 吹 田 市 採 集 1 4 1
北 条 遺 跡 豊 中 市 不 明 O i 1 3 8

利 倉 西 遺 跡 豊 中 市 ○ 1 3 8
上 津 島 遺 跡 豊 中 市 採 集 8 9
茄 子 作 遺 跡 枚 方 市 1 2 3

父 北 城 ノ 山 遺 跡 枚 方 市 ○ ○ ○ 5 3
淀 川 河 床 遺 跡 枚 方 市 採 集 ○ 5 3
護 良 郡 条 里 遺 跡 ’ 寝 屋 川 市 不 明 不 明 不 明 8 6
高 宮 遺 跡 寝 屋 川 市 不 明 ○ ！ 5 3
四 條 畷 小 学 校 遺 跡 四 僚 畷 市 不 明 O i 1 2 5

奈 良 井 遺 跡 四 僚 畷 市 ○ ○ 5 3
南 野 米 崎 遺 跡 四 僚 畷 市 ○ ○ 5 3
中 野 遺 跡 四 僚 畷 市 ○ ○ ○ ； ◎ 5 3

岡 山 南 遺 跡 四 條 畷 市 ○ ○ 不 明 不 明 1 2 5
北 新 町 遺 跡 大 東 市 ○ ；○ 7 6

北 牙ミ遺 跡 ．不 束 市 ○ ：○ ○ 7 7

鍋 田 川 遺 跡 大 東 市 採 集 7 9
宮 谷 古 墳 群 大 東 市 ○ 7 8
日 下 遺 跡 東 大 阪 市 ○ 4 7

之 ケ 丘 遺 跡 東 大 阪 市 ○ ○ ；採 集 ：○ ○ ○ 5

5

2 4

2 5

2 5

1 2 5

1 2 5

2 6

5

西 代 遺 跡 東 大 阪 市 採 集

l ′退 阪 市 ○ ○ ○ 竃 ●

鬼 虎 川 遺 跡 東 大 阪 市 ◎ ○ 異 形 土 器 ○ ：

西 ノ 辻 遺 跡 東 大 阪 市 ○ ○ ○ ○：

鬼 塚 遺 跡 東 大 阪 市 ○ ○ ○

水 走 遺 跡 東 大 阪 市 ○

稲 葉 遺 跡 東 大 阪 市 ○ ○

縄 手 遺 跡 東 大 阪 市 採 集 ○

北 鳥 池 遺 跡 東 大 阪 市 不 明 ○ 1 2 5

5

1 2 5

1 2 5

池 島 遺 跡 東 大 阪 市 ○ ○ 0

新 家 遺 跡 東 大 阪 市 不 明 不 明 不 明

右 江 遺 跡 東 大 阪 市 ○ ○ l

友 井 東 通 跡 東 大 阪 市 ○ 2 9

1 2 5西 ノ ロ 遺 跡 東 大 阪 市 ○ ○

上 町 遺 跡 東 大 阪 市 不 明 不 明 不 明 8 6
茨 田 安 田 遺 跡 大 阪 市 ○ 1 4

5 3

5

難 波 宮 下 層 遺 跡 大 阪 市 ○

大 手 前 高 校 構 内 大 阪 市 ○ ◎ ：

高 麗 橋 付 近 大 阪 市 不 明 ○ ！ 8 5

5 4

5 3

5 3

4 0

馬 場 町 遺 跡 大 阪 市 採 集 不 明 不 明
森 小 路 遺 跡 大 阪 市 ○ ○ ：

瓜 破 遺 跡 大 阪 市 ○

瓜 破 北 遺 跡 大 阪 市 ○

長 原 遺 跡 大 阪 市 ◎ ○ ○ ◎ ： ：o iO ○ ：

城 山 遺 跡 大 阪 市 ○ ○ ： ○ io i ◎ ！ 3 1
久 宝 寺 北 遺 跡 八 尾 市 ◎ i 3 2

昆 八 尾 市 ○ ： 3 3

3 4

1 3 6

遺

小 阪 合 遺 跡

八 尾 市 ○

八 尾 市 ○ ○ ！

ノ

高 安 郡 川 1 6 号 墳

八 尾 市 P ＿ ◎ ： 1 3 4

5 3

1 2 5

2 0

八 尾 市 ○ ： ○ ：
水 越 遺 跡 八 尾 市 ○ ；
旦 振 遺 跡 八 尾 市 ○ iO

大 県 遺 跡 相 原 市 ○ ○ ！○ ；◎ 4 6

※1）出土器種（陶質・瓦質）の欄の○は陶質土器、●は瓦質土器を示す。なお、陶質土器には初期須恵器が含まれているものもある。
2）時代の欄の◇は須恵器出現以前、●は初期須恵器が共伴する時期、○は共伴しない時期を示す。
3）◎は複数箇所、複数個体を示す。

表4　韓式系土器出土遺跡地名表2（大阪府1）
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〔大阪府〕

遺　 跡　 名 所 在 地

遺 構 （集 落 ） （古 墳 ） 包

含

層

器 種 名 （陶 質 ・瓦 質 ） （軟 質 ） 時 代 i

文 献溝 土

境

井

戸

住

居

柱

穴

流

路

落

込

主

体

墳

頂

周

溝

杯 高

林

蓋 椀 襲 ＝土ご翌 瓦睾器

ム口

鉢 甑

鍋

把

手

縄

薦

平

行

格

子

鉢 甑

鍋

嚢 士翌 把

手

格

子

平

行

縄

薦

古 墾

前 軒 後

大 県 南 遺 跡 相 原 市 0 ○ ○ 4 5

国 府 遺 跡 藤 井 寺 市 採 集 ○ 1 4 1

船 橋 遺 跡 藤 井 寺 市 採 集 ○ ○ ◎ 1 2 4

土 師 の 望 遺 跡 藤 井 寺 市 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 2 2

は さ み　 遺 昆 井 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 1 6

津 堂 遺 跡 藤 井 寺 市 6 ○ 1 9

野 中 古 墳 藤 井 寺 市 ○ ○ ○ ◎ ◎ ：◎ ◎ ◎ 地 ・高 士不 5 5

野 中 宮 山 古 墳 藤 井 寺 市 ○ 不 明 不 明 8 6

上 田 町 遺 跡 松 原 市 ○ ○ 2 1

高 屋 遺 跡 羽 曳 野 市 ○ ◎ ◎ 1 1 8

高 屋 城 遺 跡 羽 曳 野 市 ○ ○ ○ 1 1 9

野 々 上 遺 跡 羽 曳 野 市 ○ ○ C ） 1 2 0

一 須 賀 1 1号 墳 河 南 町 ○ ○ ○ 5 4

一 須 賀 2 1号 墳 河 南 町 ○ ○ ○ 5 4

一 須 賀 2 7 号 墳 河 南 町 ○ ○ C ） 5 4

神 山 遺 跡 河 南 町 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 2 7

三 日市 遺 跡 河 内長 野 市 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 1 2 7

堺 環 濠 集 落 遺 跡 堺 市 ○ ○ ◎ ◎ 1 2 5

四 ツ 池 遺 跡 堺 市 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ q ○ ○ ● 6 5

大 仙 中 町 遺 跡 堺 市 P ○ ○ 1 2 5

土 師 遺 跡 堺 市 ○ ○ ● 1 2 5

小 阪 遺 跡 堺 市 ○ ．0 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ● 3 5

万 崎 池 遺 跡 堺 市 ○ ○ ◎ ● 3 0

船 尾 西 遺 跡 堺 市 ○ ○ ○ 1 2 5

伏 尾 遺 跡 堺 市 ◎ ● ◎ ◎ ○ ● 3 7

大 庭 寺 遺 跡 堺 市 ◎ ◎ ◎ ● ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ● 3 8

水 源 地 遺 跡 高 石 市 ○ ○ ◎ ○ ◎ ● 8 0

大 園 遺 跡 高 石 市 ○ ○ ● 1 5

豊 中 ・古 池 遺 跡 泉 大 津 市 ○ ○ ● 9 0

七 ノ 坪 遺 跡 泉 大 津 市 ○ ○ ○ 1 3

信 太 山 遺 跡 5 号 窯 和 泉 市 灰 原 ○ ● 3 9

府 中 遺 跡 和 泉 市 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 2 3

石 才 南 遺 跡 貝 塚 市 ○ ○ ○ 3 6

三 軒 屋 遺 跡 泉 佐 野 市 ○ ○ ○ ○ 5 4

西 小 山 遺 跡 岬 町 ○ ○ ● 1 7

淡 輪 遺 跡 岬 町 ○ ○ 1 8

遺　 跡　 名 － 所 在 地

遺 構 （集 ） （古 墳 ）包

含

層

器 種 名 （陶 質 ・瓦 質 ） （軟 質 ） 古 墳

時 些

前 庫 後

文 献溝 土

境

井

戸

住

居

柱

穴

去ノl
路

落

込

主

体

墳

丘

周

濠

杯 高

埼

蓋 椀 寮 士蟹 越 器

ム口

鉢 甑

鍋

把

手

縄

薦

平

行

格

子

鉢 甑

鍋

嚢 士璽 把

手

格

子

平

行

縄

薦

堂 山 遺 跡 赤 穂 市 ○ 1

蟻 無 山 古 墳 赤 穂 市 ○ ○ ◎ ● 1

宿 禰 塚 古 墳 相 生 市 ○ ◎ ● 8 3

川 島 遺 跡 太 子 町 ○ ○ ○ ○ 1 1

国 分 台 地 遺 跡 姫 路 市 不 明 不 明 不 明 1 2 5

宮 山 古 墳 姫 路 市 ◎ ：○ ◎ ○ ○ ○ ● 1 2 2

岸 遺 跡 加 古 川 市 採 集 ○ 7

東 神 吉 遺 跡 加 古 川 市 不 明 不 明 不 明 1 2 5

砂 部 遺 跡 加 古 川 市 ○ ○ ○ ○ ○ ● 4 3

カ ン ス塚 古 墳 加 古 川 市 ○ ○ ● 4 4

印 南 野 2 号 墳 加 古 川 市 ○ ◎ ● 4 2

玉 津 田 中 遺 跡 神 戸 市 ○ ○ ○ 1 2 5

吉 田 南 遺 跡 神 戸 市 ○ ○ ○ ○ ○ 6 3

出 合 遺 跡 神 戸 市 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ：◎ ： ● 4 8

神 楽 遺 跡 神 戸 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ● 5 9

森 北 町 遺 跡 神 戸 市 ○ ！○ ○ ！◎ ：○ ◎ ○ ○ 4 9 ・6 0

郡 家 遺 跡 神 戸 市 ○ ○ ○ 6 1

念 仏 山 古 墳 神 戸 市 不 明 不 明 不 明 7 3

笠 ケ 塚 古 墳 芦 屋 市 採 集 ○ ！O i ○ 2

※1）出土器種（陶質・瓦質）の欄の○は陶質土器、●は瓦質土器を示す。なお、陶質土器には初期須恵器が含まれているものもある。
2）時代の欄の◇は須恵器出現以前、●は初期須恵器が共伴する時期、○は共伴しない時期を示す。
3）◎は複数箇所、複数個体を示す。

表5　韓式系土器出土遺跡地名表3（大阪府2、兵庫県）
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〔和歌山県〕

遺　 跡　 名 所 在 地

遺 跡 （集 落 ） （古 墳 ） 包

含

層

遺 物 （陶 質 ・瓦 質 ） 遺 物 （軟 質 ） 古 墳

時 代

別 坤 徳

文 献溝 土

境

井

戸

住

居

柱

穴

充

路

落

込

主

体

墳

丘

周

濠

蹄 口同
琳

蓋 椀 賓 ・＝ヒ翌 麺 器

ム口

鉢 甑

鍋

把

手

縄

薦

平

行

格

子

鉢 甑

鍋

嚢 土質 把

手

格

子

平

行

縄

薦

楠 見 遺 跡 和 歌 山 市 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 5 2

大 同 寺 遺 跡 和 山 市 不 明 ◎ ◎ ○ ○ 5 2

鳴 滝 遺 跡 和 山 市 ○ ○ ◎ ○ C ） 1 4 8

鳴 滝 1 ・ 2 号 墳 和 山 市 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 不 胴 1 4 4

園 部 丸 山 古 墳 和 山 市 ○ ○ ○ 7 5

田屋 遺 跡 和 歌 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ 1 2 5

西 田 井 遺 跡 和 歌 山 市 ○ ○ ○ 1 4 6

鳴 神 地 区 遺 跡 和 山 市 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ i◎ ：○ ◎ ● 1 4 9

大 日 山 I 遺 跡 和 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ：○ 1 5 1

花 山 6 号 墳 和 山 市 ○ ○ ○ 1 5 1

岩 橋 前 山 A 4 6号 墳 和 山 市 ○ ◎ ◎ ○ 5 2

井 辺 前 山 6 号 墳 和 山 市 ○ ○ ○ 1 4 5

吉 礼 砂 羅 谷 窯 跡 群 和 山 市 採 集 ○ 5 1

カ ンス 塚 古 墳 和 山 市 採 集 ○ 5 1

竹 房 1 号 墳 打 出 町 不 明 ○ ○ 1 4 0

東 塚 遺 跡 橋 本 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 1 1 7

陵 山 古 墳 橋 本 市 ○ ○ ○ ● 1 1 6

垂 井 女 房 が 坪 遺 跡 橋 本 市 ○ ○ ○ ○ 1 5 2

山 崎 山 5 号 墳 海 南 市 ○ ○ 1 4 7

山 崎 山 8 － Ⅱ 号 墳 海 南 市 ○ ○ ○ ○ ● 1 4 7

岡 村 遺 跡 海 南 市 ○ ○ 4 1

野 田 地 区 遺 跡 吉 備 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 5 0

富 安 I 遺 跡 御 坊 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 6 2

鳳 生 寺 山 古 墳 群 御 坊 市 不 明 ○ ○ ● 6 4

片 山 遺 跡 南 部 町 ○ ○ ● 1 4 3

磯 間 岩 陰 遺 跡 田 辺 市 ○ ○ 1 4 3

遺　 跡　 名 所 在 地

遺 構 （集 落 ） （古 墳 ）胞

含

層

遺 物 （陶 質 ・瓦 質 ） 遺 物 （軟 質 ） 古 墳

時 些

前 中 後

文 献土

境

華

：戸

輝

i居

裡

i穴

i流
鹿

串

：込

主

体

埠

丘

申

：濠

杯 高

林

蓋 椀 襲 士璽E 五重器

ム口

鉢 甑

鍋

把

手

縄

薦

i平

行

格

子

鉢 甑

鍋

賓 ＝土ご璽E 把

手

格

子

平

／ 薦

中 小 路 遺 跡 近 江 八幡 前集 ○ ○ 1 2 6

ス デ ラ遺 跡 ’江 ／Ⅷ 野市 茹集 ○ ○ 1 2 6

塚 町 南 遺 跡 ’江ノⅦ 宴市 ○ ○ ○ 6 6

岡 山 西 2 号 墳 ’江 八幡 市 ○ ○ ○ 8 ・9

綾 戸 遺 跡 竜 王 町 ○ ○ ○ 1 4 2

五 条 遺 跡 中 主 町 ○ 不 明 ○ 1 0

服 部 遺 跡 守 山 市 ○ ○ ○ ○ 6 7

寺 中 遺 跡 守 山 市 ○ ○ 1 3 2

吾 身 北 遺 跡 守 山 市 ○ ○ ○ 1 3 3

播 磨 田 東 遺 跡 守 山 市 ○ ○ ○ ◎ ● 1 3 1

市 ＝ 宅 東 遺 跡 野 洲 町 ○ ○ ○ ○ ○ ● 1 3 7

冨 波 遺 跡 野 洲 町 ◎ ◎ 1 0

江 部 西 遺 跡 野 洲 町 不 明 不 明 1 0

下 繰 子 遺 跡 野 洲 町 ○ 不 明 1 0

辻 遺 跡 栗 東 町 ○ ○ ○ 不 明 不 明 1 0

高 野 遺 跡 栗 東 町 ○ 不 明 1 0

入 江 内 湖 遺 跡 米 原 町 採 集 ○ ○ ○ 8 4

山 之 脇 遺 跡 彦 根 市 採 集 ○ 8 ・9

鴨 遺 跡 高 島 町 ○ ○ 7 2

常 楽 寺 山 1 号 墳 ‘ 安 土 町 ○ ○ ○ 3

高 月 南 遺 跡 高 月 町 ○ ◎ 8 ・9

南 市 東 遺 跡 安 曇 川 町 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 4

桜 内 遺 跡 余 呉 町 ○ 1 2 5

越 前 塚 古 墳 長 浜 市 ○ 9

※1）出土器種（陶質・瓦質）の欄の○は陶質土器、●は瓦質土器を示す。なお、陶質土器には初期須恵器が含まれているものもある。
2）時代の欄の◇は須恵器出現以前、●は初期須恵器が共伴する時期、○は共伴しない時期を示す。
3）◎は複数箇所、複数個体を示す。

表6　韓式系土器出土遺跡地名表4（和歌山県、滋賀県）
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